
倭寇とモンゴル帝国史
～海洋の渡海民と大陸の遊牧民～

学部生 ：田中 天野 羽田 山埜
大学院生 ：三田 谷ケ崎 北山 山内 井内 森 森田 越田
修 了 生 ：光永
指導教員 ：金美徳 水盛涼一

第13期社会工学研究会
アジアダイナミズム班

わこう



 アジア班が目指す論文は、歴史の視点から現代・将来を展望する

 文献研究とフィールドワークを中心に研究活動を行う。

 歴史的観点、経営組織論、国際経営論からも分析

 フィールドワークは社会情勢や訪問先の都合等も踏まえ計画

 2020年は新型コロナウイルスによる世界的な感染拡大を踏まえ、

パンデミックの歴史研究を通じ、ポストコロナの世界を考えた。

研究目的・方法

2021年度のテーマは・・・・・倭寇
P.１



2017年～2020年 論文の結論

得られた示唆
1. 大帝国の属国でありながらも自らの価値を最大化する立ち回り
2. 柔軟な思考と強固なアイデンティティによる国家（組織）維持

得られた示唆
1. パンデミック発生時における人間の心情・行動変化
2. 現代に活きる日本人特有の衛生観念と気質・文化

2019

2020

得られた示唆
1. 拡大から縮小過程の生き方：成長だけではない生き方
2. リーダーの資質：資質とガバナンスの低下
3. 祖国という感覚が薄いからこそ世界統一ができたのか

2018

P.２

2017
得られた示唆

1. 「経済連携」による「平和と安定」
2. リーダーの「思想」と「視野」



2021年のテーマ（モンゴル帝国史5年目）

現代の保護貿易路線と当時の貿
易状況を照らし合わせつつ、過去
のモンゴル研究を活かし、倭寇
を研究する

下記図を基に問題意識を抽出
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貿易相手国の社会・経済・
文化・国際観念など

「境界人」マージナルマン
の実態と変容

日本の社会・経済・文化・
国際観念など ソマリア・イギリスなどの

海賊山賊の成立基盤

大陸国と
周辺国の
国内事情



テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
P.４



問題意識（合計15件）
１．中世の武装貿易商人 倭寇
 王直とは何者〖谷ヶ崎〗
 「境界人」として、アデンティティとは何なのか〖田中〗
 媒介という観点から見たマージナル・マン〖羽田〗
 マージナル・マンが当時の日本国の政治に及ぼした影響〖森田〗

２．大陸国と周辺国の国内事情
 【中国】後期倭寇の南方中国人と、華僑の始まりとの関連性はあるの〖光永〗
 【中国・モンゴル・朝鮮】歴史の分岐点をつくった李成桂は、モンゴル（北元）中国（明）女真族（満州）倭寇とどの様に向き合い、対峙・対処してきたの

か〖光永〗
 【朝鮮】他の国から日本（対馬）はどういった認識だったのか〖天野〗
 【琉球】周辺国がもたらした琉球・奄美への影響〜思想・文化・言語の形成〜〖森〗

３．日本の国内事情
 日本から見た倭寇はどのような位置づけになっていったのか〖田中〗
 日本において倭寇が果たした役割〖井内〗
 倭寇は善か悪か、倭寇以外にもこのような位置付けの民族は日本にいたのか〖山内〗

４．過去現在の世界の海賊
 海賊の存在が経済活動にどのような影響を与えてきたか〖三田〗
 ビジネスマンという視点から見る海賊〖山埜〗
 民衆から見た海賊への印象の変化〖森〗
 ソマリランドの海賊から倭寇を俯瞰して見えるものとは。時代が生む海賊について〖北山〗
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関連年表（13～16世紀）
世紀 中国・モンゴル帝国 高麗・朝鮮 日本

13世紀 1252年 ビルマよりペスト流入

1271年 元 建国
1223年 『高麗史』に倭寇の記事
がはじめて記載される
1244年 日本船高麗に漂着、略奪

1274年 文永の役
1281年 弘安の役
1297年 徳政令を発令

14世紀 1305年 元が5つに分裂
1363年 倭寇が蓬州を襲う

1368年 明 建国
1383年 明で海禁の制を厳重
にする

1358年 高麗では倭寇により財政
が窮乏
1372年 琉球の中山王が明に朝
貢
1392年 高麗が滅亡し

李成桂即位

1350年 倭寇が高麗の各地を襲
う（倭寇の活動が激化）
1366年 高麗の使者が出雲に着
岸し、室町幕府に倭寇の禁止を
要求

15世紀 1404年 室町幕府と国交回復、日
朝貿易が盛んになる

1419年 応永の外寇
1467年 応仁の乱がはじまる

16世紀 1510年 三浦の乱が起こる 1523年 寧波の乱
1543年 種子島に鉄砲が伝わる

1592年 文禄・慶長の役
出典：倭寇海の歴史（田中健夫）倭寇関連年表より筆者作成 P.６
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前期倭寇

14～15世紀

後期倭寇

16世紀

１４世紀 １５世紀 １６世紀

出典：「東アジアと志布志城の関係年表」（志布志市教育委員会『国指定史跡「志布志城跡」』2014年4月1日改訂）より谷ヶ崎作成



倭寇とは
 一般的に認識されている「倭寇」は、
〔A〕 14～15世紀の倭寇（主に海賊活動）と、
〔B〕 16世紀の倭寇（主に密貿易活動）とに大別

 倭寇は東アジアの沿海諸地域を舞台とした海民集
団の一大運動であり、構成員は日本人に加え、
朝鮮人・中国人・ヨーロッパ人

倭寇の活動は東アジア諸国の国内事情を母体と
し、国際関係の歪みを引き金として発生
（ 〔A〕蒙古の高麗侵入による進奉貿易の断絶／

〔B〕明の海禁政策による密貿易化）

 中国大陸・朝鮮半島・日本列島・琉球列島・台
湾・フィリピン・南方諸島地域の諸国人民と歴
史に関わりながら消滅していった 出典：東京大学史料編纂所の所蔵「倭寇図巻」富豪宅から獲物を持ち出す倭寇たちか P.８



14～15世紀の倭寇
行動目標 ︓米穀などの生活必需品、ヒト
活動地域 ︓高麗（朝鮮）の南部沿岸

⇒ 内陸・奥地への深侵入、明沿岸・・・朝鮮と交互
根拠地 ︓対馬・済州島
人数規模 ︓兵数～3,000／船数～400余隻 ・・・大規模なもの／騎馬隊有り
構成 ︓倭人*1～2割、沿岸地域の賤民*倭服・倭語を用いる海民、高麗・朝鮮人含む

〔対抗措置〕
朝鮮による倭寇の懐柔策①投化倭人

内容 ：官職に取り立て〔日本居住者含む／接待・貿易権利〕
⇒朝鮮政府中枢へ進出

構成 ：対馬・壱岐・松浦の出身者等
対応 ：倭人同士で連携出来ないよう各州群に分置

②使送倭人・興利倭人
内容 ：使人として認定／商業活動許可者として認定
構成 ：西日本諸大名（海賊大将軍）の家臣等

・・・対馬宗氏、九州探題渋川氏、肥前松浦党の諸氏、筑前宗像社、薩摩島津氏等
対応 ：開港場としての三浦〔富山浦・乃而浦・塩浦〕 ⇒倭人居留地

③もとのまま海賊
⇒中国大陸へ ・・・〔対抗措置〕明による「沿岸警・防備の厳重化／日本への外交折衝」 P.９



16世紀の倭寇

〔対抗措置〕
明による倭寇対策

行動目標 ：密貿易の調停、諜報活動 ＋官憲対策のため武装 ⇒癒着・略奪・侵寇
活動地域 ：中国大陸沿岸〔浙江・福建・広東〕 ⇒フィリピン・南海地域
根拠地 ：五島・薩摩・平戸（日本）、中国大陸沿岸、琉球（沖縄本島・台湾）
人数規模 ：兵数50,000～60,000／船数～1,000余隻
構成*       ：明人主体、倭人、朝鮮人、ポルトガル人

*明官憲が自分の功績とするために明の盗賊やポルトガル商人も倭寇とひとくくりにしていたケース有り

①警備強化
内容 ︓沿海の要衝に築城・官兵配置、沿海住民の内陸部疎開（清野の法）
効果 ︓一部地域での一時掃討も、倭寇からの反撃あり一進一退の攻防

②倭寇首領の説得・謀略
内容 ︓最大勢力であった王直（倭寇国の王）に海禁を緩め、貿易を許すと説得
結果 ︓望郷の念に駆られた王直は明政府に投降（後に斬首）
効果 ︓王直の就縛が他の倭寇集団に失脚につながり、弱体化 ⇒転戦の末消滅へ

③海禁令の解除
背景 ︓倭寇の主原因が海禁と深い関係を持っていることが世論によって指摘された
結果 ︓200年続いた海禁令を解除*（中国内地人の海外渡航許可・密貿易の公許化）

*南海方面への出航貿易に限定、日本渡航と禁制品の海外帯出は継続禁止
P.10



出典：倭寇の侵略地と根拠地 ©日本大百科全書（ニッポニカ） P.1１

倭寇の活動地域
（現在でいう）
日本・韓国・中国・台湾の
沿岸部・海域



テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
P.12



P.13

１章 中世の武装貿易商人 倭寇
１.倭寇の原点と実像 （担当：谷ヶ崎）

２.中世倭寇の活動と実態 （担当︓羽田）

３.中世倭寇の影響力と爪痕 （担当：森田）

ー 古代海人族・安曇氏から中世倭寇国の王・王直に至るまで

ー 航路から紐解く交易手段と支配圏

ー 史料に残された記述から推察する中央政府と後世へのインパクト
～アウトローが築いた国家のルール



テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
P.14



２章 大陸国と周辺国の国内事情

出典：倭寇の侵略地と根拠地 ©日本大百科全書（ニッポニカ）

高 麗：①対馬をどう認識していたか
李氏朝鮮 ②李成桂と倭寇•モンゴル•明•満州
（朝鮮） との対峙
担当者：天野・光永

琉 球：①他国との交易によりもたらされた
台 湾 文化・習慣
奄 美 ②他国・倭寇への役割
担当者：森

元・明：①明と北虜南倭（北のモンゴル南の倭寇）
（中国） の攻防と貿易・外交問題
北元 ：②モンゴル・倭寇と華僑形成への
（ﾓﾝｺﾞﾙ） つながり
担当者︓光永

明

北元 李氏朝鮮

琉球 台湾 奄美

P.15



テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
P.16



P.1８

3章 日本の国内事情
１.倭寇は善か悪か （担当：山内）

３.日本において倭寇が果たした役割（担当：井内）

ー 倭寇を作り出した日本の時代（文化）背景

ー 分国法・日本の法律 この時代の背景

ー 西日本諸大名との関係と倭寇の影響力

2.日本から見た倭寇の位置づけ （担当：田中）



テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
P.18



現代における海上輸送が拓いたグローバル化と海賊ビジネスが経済に与える影響 出典：外務省・防衛省ホームページ

出典：外務省ホームページより筆者作成
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４章 現在の世界の海賊



年間スケジュール
回 月 日 議　題 文献調査 フィールドワーク 備　考 

7 5 研究計画発表 次回ベース文献疑問など報告

8 12
分担発表
中間発表ＰＰＴ確認・修正

文献集計・目次

9 19
分担発表
中間発表ＰＰＴ確認・修正

文献集計・目次

10 26
分担発表
中間発表ＰＰＴ確認・修正

文献集計・目次 FW検討（仮）

11 3
分担発表
中間発表ＰＰＴ確認・修正

12 10
分担発表
中間発表ＰＰＴ確認・修正

13 17
分担発表
中間発表ＰＰＴ確認・修正

14 24
分担発表
中間発表ＰＰＴ確認・修正

18 26
◆夏季合宿（中間発表）
箱根水明荘

発表者（役割分担）：1.研究概要、2.目次、3.内容、4.参考文献・研究計画・ＦＷ

19 27
◆夏季合宿（中間発表）
箱根水明荘

発表者（役割分担）：1.研究概要、2.目次、3.内容、4.参考文献・研究計画・ＦＷ

20 下旬 ◆フィールドワーク実施？

6

7

8

P.2
0

（中止）

研究発表資料（確認）



年間スケジュール

P.21

回 月 日 議　題 文献調査 フィールドワーク 備　考 

23 18
下期進行確認
分担発表

各執筆原稿の発表(状況報告）
年間スケジュール再確認
下期加入メンバー確定

24 25 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告）

25 2 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告）

26 9 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告）

27 16 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告） 　

28 23 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告）

29 30
PPT目次レビュー
分担確認
論文推敲全体確認

各自完成版を持ち寄る

30 6 講義なし（学園祭？） 　 多摩大学学祭（昨年度参考）

31 13
PPT目次レビュー
分担確認
論文推敲全体確認

全体を印刷して確認

32 20
PPT目次レビュー
分担確認
論文推敲全体確認

全体を印刷して確認

33 27
PPTレビュー
AL祭・最終発表に向けて

34 4
PPTレビュー
AL祭・最終発表に向けて

35 11 ◆アクティブラーニング祭

36 18 ◆論文発表

37 25 ◆論文提出日 メール送付期限

38 1 休講

39 8 2019年度最終講義

40 15 センター試験（休講？） 昨年度参考

41 22
◆論文提出/懇親会
（年度最終日）

アクティブラーニング(AL)祭　（多摩キャンパス？）

最終論文（完成版）提出日

10

11

12

1

9



フィールドワーク(案)
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インタビュー候補者名 候補者の所属等

村井 章介 元 立正大学文学部史学科教授

金 柄徹 慶應義塾大学文学部教授

榎本 渉 国際日本文化研究所センター 准教授

近藤 浩一 東京大学大学院人文社会系研究科 韓国朝鮮文化研究

高田 貫太 総合研究大学院大学文化科学研究科 教授

木村 清 株式会社 喜代村 代表取締役

桃井 治郎 清泉女子大学 准教授



参考文献・論文等(全60件)
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